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第

回

書
学
書
道
史
学
会
大
会
を
終
え
て

27

中
村

史
朗

月
１
日
、
２
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
滋
賀
大
学
教
育

10
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
第

回
書
学
書
道
史
学
会
大

27

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
通
常
よ
り
早
い
時
期
の
開
催
で
、

ま
た
会
場
校
へ
の
交
通
事
情
が
よ
く
な
い
な
か
、
約
九
十
名

の
方
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
開
催
校
と
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

研
究
発
表
で
は
、
初
日
に
徳
泉
さ
ち
氏
、
正
岡
知
晃
氏
、

二
日
目
に
成
田
健
太
郎
氏
、
宮
崎
洋
一
氏
、
菅
野
智
明

氏
、
福
田
哲
之
氏
、
澤
田
雅
弘
氏
の
計
七
名
の
方
が
日
頃
の

成
果
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
書
道
史
関
係
の
も
の
を

中
心
に
、
若
手
か
ら
学
会
役
員
の
方
に
い
た
る
ま
で
、
多
彩

な
顔
ぶ
れ
に
よ
る
も
の
で
、
従
来
の
研
究
の
到
達
に
さ
ま
ざ

ま
な
投
げ
か
け
を
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
の
学
会
活
動
に
大
き

な
刺
激
と
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
今
大
会
は
、
一
日
目
に
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
二

日
目
に
講
演
会
と
、
両
日
に
性
格
の
異
な
る
企
画
を
設
定

し
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
書
学
・
書
道
史
学

と
美
術
館
・
博
物
館
の
連
携
を
考
え
る
」
と
題
し
て
、
書
学

書
道
史
研
究
と
密
接
な
関
わ
り
を
有
し
な
が
ら
、
学
会
で

平成29年(2017)１月15日

編集・発行
書学書道史学会
会 報 委 員 会
〒166-8531
東京都杉並区和田3-30-22
大学生協学会支援センター内
TEL：(03)5307-1175

FAX：(03)5307-1196

メールアドレス：

shogaku@univcoop.or.jp

第３ ２号

は
あ
ま
り
関
心
が
払
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
博
物
館
・
美
術
館
の
運
営
実
態
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
そ
の

機
能
や
社
会
的
な
役
割
を
知
る
と
と
も
に
、
学
会
の
研
究
活
動
、
あ
る
い
は
公
教
育
に
お
け
る
鑑
賞
教

育
と
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど
を
探
ろ
う
と
す
る
試
み
で
す
。
笠
嶋
忠
幸
氏
に
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と

し
て
当
初
段
階
か
ら
企
画
の
内
容
を
組
み
立
て
て
い
た
だ
き
、
萱
の
り
子
氏
に
も
折
に
ふ
れ
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
実
施
当
日
に
い
た
り
ま
し
た
。
各
博
物
館
・
美
術
館
か
ら
尾
川
明
穂
氏
、
川
畑
薫
氏
、
星

子
桃
子
氏
、
六
人
部
克
典
氏
の
四
名
の
若
手
学
芸
担
当
者
に
登
壇
い
た
だ
き
、
各
館
運
営
の
実
情
と
自

身
の
業
務
内
容
や
研
究
・
教
育
と
の
連
携
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て
ご
発
言
い
た
だ
き
ま
し
た
。
会
員
個

々
の
研
究
基
盤
を
考
え
る
上
で
も
有
意
義
な
時
間
で
あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
意
見
交
換
の
時
間
が
十
分

で
な
か
っ
た
も
の
の
、
い
く
つ
か
の
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
り
、
今
後
に
同
種
の
企
画
が
再
度
設
定
さ
れ
て

も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
名
誉
会
員
の
杉
村
邦
彦
氏
に
よ
る「
明
治
初
期
の
巖
谷
一
六
と
そ
の
書
法
―
新
出
の『
巖
谷

一
六
日
記
』
を
基
と
し
て
―
」
と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
杉
村
氏
は
滋
賀
県
の
ご
出
身
で
、
周

知
の
と
お
り
近
代
日
中
書
法
交
流
史
に
関
す
る
研
究
を
精
力
的
に
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
水
口
藩
士

で
あ
っ
た
巖
谷
一
六
の
出
身
地
は
会
場
校
と
比
較
的
近
接
し
て
お
り
、
開
催
地
に
縁
の
深
い
内
容
で
講

演
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
状
で
は
、
巖
谷
一
六
が
書
道
史
研
究
の
対
象
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
新
出
の『
巖
谷
一
六
日
記
』
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
中
心
に
、
書
人
一
六
研

究
の
基
本
を
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
合
わ
せ
て
、
一
教
室
を
会
場
と
し
て「
巖
谷
一
六
と
そ
の
周
辺
」
と
題

す
る
資
料
展
示
を
行
い
ま
し
た
。
杉
村
氏
の
蔵
品
を
主
と
し
、
甲
賀
市
・
市
史
編
纂
室
長
の
米
田
実
氏

に
も
ご
協
力
い
た
だ
き
、
三
十
数
点
の
真
跡
と
関
連
書
籍
な
ど
を
展
観
し
ま
し
た
。
巖
谷
一
六
作
品
を

中
心
に
、
日
下
部
鳴
鶴
、
松
田
雪
柯
ら
親
交
の
あ
っ
た
能
書
や
何
如
璋
、
楊
守
敬
ら
清
人
の
名
家
の
書

跡
を
あ
わ
せ
出
陳
し
ま
し
た
。
一
般
に
知
ら
れ
る「
一
六
体
」
と
は
趣
を
異
に
す
る
作
品
も
含
め
、
そ
の

書
風
の
意
外
な
多
様
性
を
確
認
す
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
の
小
規
模
大
学
の
た
め
専
門
分
野
の
学
生
が
わ
ず
か
で
、
卒
業
生
や
他
専
攻
の
学
生
の
応
援
を

得
て
何
と
か
ス
タ
ッ
フ
を
確
保
し
大
会
に
の
ぞ
み
ま
し
た
。
盛
り
だ
く
さ
ん
の
大
会
と
な
り
、
運
営
上
消

化
し
き
れ
て
い
な
い
面
が
あ
っ
た
と
は
思
い
ま
す
が
、
何
と
か
日
程
を
乗
り
き
る
こ
と
が
で
き
充
実
感
を

覚
え
て
お
り
ま
す
。
開
催
に
当
た
り
ま
し
て
、
澤
田
雅
弘
理
事
長
、
髙
城
弘
一
事
務
局
長
、
前
開
催
校

担
当
の
橋
本
貴
朗
氏
は
じ
め
多
く
の
先
生
方
に
お
力
添
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
開
催
両
日
は
幹
事

の
先
生
方
に
も
格
別
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
無
事
大
会
を
終
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
皆
様
に
あ

ら
た
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（会
場
校
責
任
者
）
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パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
報
告

要
旨
「
書
学
・
書
道
史
学
と
美
術
館
・
博
物
館
の
連
携
を
考
え
る
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
笠
嶋

忠
幸

第

回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
で
は
、
開
催
校
で
あ
る
滋
賀
大
学
教
育
学
部
の
中
村
史
朗
先
生
と
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国
内
局
と
の
協
議
、
検
討
に
よ
っ
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
書
学
・
書
道
史
学
と
美
術
館
・
博
物
館
の

連
携
を
考
え
る
」
を
準
備
し
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
司
会
を
中
村
先
生
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
お
よ
び

進
行
役
を
国
内
局
長
・
笠
嶋
忠
幸
（
出
光
美
術
館
）
が
担
当
し
、
ま
た
国
内
局
副
局
長
・
萱
の
り
子
先
生

か
ら
も
ご
助
言
い
た
だ
き
な
が
ら
、
具
体
化
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
冒
頭
に
笠
嶋
が
Ｐ
Ｐ
Ｔ
ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
、
本
企
画
の
主
旨
説
明
な
ら
び
に
基
調
報
告
を

行
い
、
そ
の
下
で
リ
レ
ー
形
式
に
て
四
名
の
若
手
研
究
者
お
よ
び
学
芸
員
に
ご
登
壇
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
も
当
学
会
で
は
、
美
術
館
・
博
物
館
で
の
見
学
会
を
お
こ
な
っ
て
き
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
美
術
館
・
博
物
館
の
特
殊
な
職
務
状
況
を
ご
理
解
い
た
だ
く
場
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
今

回
は
美
術
館
・
博
物
館
と
は
ど
の
よ
う
な
社
会
的
任
務
を
負
っ
て
い
る
職
場
な
の
か
を
ご
説
明
し
た
上

で
、
専
門
職
員
と
し
て
の
学
芸
員
と
い
う
職
務
内
容
に
つ
い
て
、
一
通
り
ご
説
明
す
る
と
こ
ろ
か
ら
は
じ

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
口
に「
博
物
館
」
と
い
っ
て
も
多
種
多
彩
で
あ
る
こ
と
。
博
物
館
の
社
会

的
使
命
、
な
い
し
専
門
業
務
は「
展
示
・
公
開
」「
調
査

・
研
究
」「
収
集
・
保
管
」「
教
育
・
普
及
」
と
い
う
明
確

な
四
つ
の
柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
大
学

や
研
究
所
と
は
一
線
を
画
し
、「
社
会
教
育
施
設
」
と

し
て
の
役
割
が
基
本
で
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
確
認
・
共

有
し
た
上
で
、
個
々
の
報
告
へ移
り
ま
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
に
は
、
六
人
部
克
典
氏
（
東
京
国
立
博

物
館
、
前
任
は
台
東
区
立
書
道
博
物
館
）
、
尾
川
明

穂
氏
（
五
島
美
術
館
、
前
任
は
安
田
女
子
大
学
）
、
星

子
桃
子
氏
（
名
古
屋
市
立
博
物
館
、
前
任
は
教
職
）
、

川
畑
薫
氏
（
八
幡
市
立
松
花
堂
庭
園
・
美
術
館
、
庭

園
と
美
術
館
の
運
営
と
し
て
）
の
四
名
に
、
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
立
場
と
視
点
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

内
容
は
、
各
博
物
館
・
美
術
館
の
設
置
概
要
と
使
命

や
特
徴
か
ら
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
容
と
代
表
作
品
の
紹

介
、
展
覧
会
（
企
画
、
常
設
）
開
催
状
況
と
展
示
公
開

の
考
え
方
、
保
存
管
理
の
意
識
と
修
復
事
業
、
そ
し
て
特
別
観
覧
の
位
置
づ
け
等
ご
説
明
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
各
館
に
て「
学
芸
員
」
の
ど
の
よ
う
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
、
実
務
経
験
者
と
し

て
の
視
点
で
具
体
的
に
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

美
術
館
・
博
物
館
も
例
外
な
く
、
近
年
は
世
代
交
代
が
激
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
時
期
は
、

新
た
な
学
芸
員
を
迎
え
る
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
一
方
で
、
そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
か
ら
起
こ
り
う
る

様
々
な
課
題
も
多
い
も
の
で
す
。
特
に
書
道
を
専
門
と
す
る
学
芸
員
の
採
用
は
、
全
国
枠
の
中
で
見
た

場
合
、
極
め
て
特
殊
事
情
で
あ
る
こ
と
が
パ
ネ
ラ
ー
の
話
の
中
に
も
あ
り
ま
し
た
。
美
術
館
業
界
で
は
絵

画
・
工
芸
の
担
当
が
主
流
を
な
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
書
道
分
野
以
外
の
作
品
に
対
す
る
理
解
は
大

い
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
歴
史
系
博
物
館
に
お
い
て
は
、「
書
」「
書
道
」
と
し
て
私
た
ち
が
扱
っ
て
い
る
も
の
は

「
文
書
・
典
籍
」
の
中
に
含
ま
れ
る
た
め
、
美
術
・
芸
術
と
し
て
の
観
点
で
は
な
く
、
文
学
・
歴
史
学
と
し
て

の
常
識
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
大
型
館
で
あ
る
国
立
博
物
館
等
に
い
た
っ
て
は
、
仔
細
な
組
織
分
掌
が
前
提

に
あ
っ
て
、
一
般
の
方
々
が
理
想
と
し
て
い
る「
学
芸
員
」
像
と
は
随
分
と
か
け
離
れ
た
職
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
環
境
の
中
で
課
題
を
も
っ
て
お
り
、
多
彩
な
職
務
を
こ
な
し
て
い

る
こ
と
は
、
一
見
大
い
な
る「
や
り
が
い
」
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
い
わ
ゆ
る
外
部
か
ら
見
た
職

務
イ
メ
ー
ジ
と
は
、
随
分
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
あ
る
実
感
に
つ
い
て
、
一
部
、
赤
裸
々
な
発
言
も
あ
り

ま
し
た
。

報
告
後
の
質
疑
応
答
で
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
取
り
扱
い
に
関
す
る
質
問
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
澤
田
理
事

長
か
ら
は「
高
校
教
育
以
降
、
日
常
に
お
け
る
書
と
関
わ
り
が
低
下
」
し
て
し
ま
う
傾
向
へ
の
懸
念
が
示

さ
れ
、
今
後
は
美
術
館
・
博
物
館
で
の
普
及
活
動
と
と
も
に
、
現
場
で
も
実
技
指
導
ば
か
り
で
な
く
書
の

魅
力
を
語
れ
る
人
を
育
て
て
ゆ
く
必
要
が
あ
る
と
の
ご
指
摘
が
あ
っ
た
こ
と
を
特
記
し
て
お
き
ま
す
。

今
回
の
企
画
は
報
告
が
主
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
残
念
な
が
ら
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う
と
こ
ろ
ま

で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
出
席
さ
れ
た
皆
様
よ
り
、「
今
ま
で
見
え
て
な
か
っ
た
点
が
よ
く

理
解
で
き
た
」
と
の
声
を
複
数
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
書
学
・
書
道
史
学
と
い
う
同
じ
専
門
性
を
通

じ
日
々
交
流
し
て
い
る
仲
間
で
あ
っ
て
も
、
立
場
や
内
容
は
一
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
理
想
と
現
実

と
の
差
は
、
ど
の
職
場
に
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
今
後
も
互
い
に
職
場
内
容
へ
の
理
解
を
深
め
つ
つ
、「
協
力
で

き
る
こ
と
」
に
つ
い
て
双
方
か
ら
ア
イ
デ
ィ
ア
を
積
極
的
に
出
し
合
っ
て
、
当
学
会
な
ら
で
は
の「
博
学
連

携
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
ゆ
き
ま
し
ょ
う
。
同
様
の
企
画
を
期
待
す
る
ご
要
望
も
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、

来
年
度
に
向
け
て
国
内
局
で
準
備
し
て
ま
い
り
ま
す
。



( 3 )

講
演
会
報
告

杉
村
邦
彦
氏
講
演
「
明
治
初
期
の
巖
谷
一
六
と
そ
の
書
法
―
新
出
の
『
巖
谷
一
六
日
記
』
を
基
に
し
て
―
」

平
成

年
、
巖
谷
一
六
（
一

26

八
三
四
～
一
九
〇
五
）
の
故
郷

で
あ
る
滋
賀
県
甲
賀
市
の
水
口

歴
史
民
俗
資
料
館
は
、
青
山
廣

志
（
元
毎
日
新
聞
記
者
、
一
六

研
究
者
）
の
御
遺
族
よ
り
一
六
の

日
記
、
漢
詩
文
稿
、
書
簡
他
の

寄
贈
を
受
け
、
講
演
者
の
杉
村

邦
彦
氏
は
日
記
と
漢
詩
文
稿
の

釈
読
を
依
頼
さ
れ
た
。
日
記
の

内
容
は
、
天
皇
詔
勅
等
の
起
草

や
行
幸
供
奉
と
い
っ
た
公
務
か

ら
、
詩
文
の
会
や
臨
書
会
等
の
交
遊
記
録
、
家
庭
で
の
出
来
事
や
個
人
的
な

記
録
ほ
か
多
岐
に
亘
っ
て
お
り
、
一
六
の
人
と
為
り
を
知
る
好
資
料
で
あ
る
。

●
一
六
の
公
務

日
記
に
は
詔
勅
の
起
草
、
位
記
、
官
記
の
作
成
記
録
等
の
公
務
に
つ
い
て
の

記
述
が
頻
出
す
る
が
、
恣
意
的
な
記
録
で
あ
る
た
め
、
公
文
書
と
の
照
合
が

必
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
明
治
天
皇
行
幸
供
奉
の
記
録
も
多
く
、
明
治
５
年

９
月

日
の
鉄
道
開
幕
式
の
際
に
は
、
一
六
も
貴
顕
高
官
達
と
と
も
に
、
新

12

橋
―
横
浜
間
を
陪
席
し
て
い
た
。

●
一
六
の
書
画
鑑
賞
と
書
作
品
揮
毫

明
治
政
府
の
高
官
で
あ
っ
た
一
六
は
、
日
本
や
中
国
の
法
書
や
名
画
を
鑑

賞
す
る
に
は
最
も
恵
ま
れ
た
地
位
に
あ
っ
た
。
日
記
に
よ
る
と
、
正
倉
院
の
名

香
「
蘭
奢
香
」
、
螺
鈿
の
琵
琶
、
宇
多
天
皇
「
周
易
抄
」
、
藤
原
佐
理
の
消
息
、

小
野
道
風
の
古
歌
巻
、
光
明
皇
后
「
臨
楽
毅
論
」
ほ
か
橘
逸
勢
、
嵯
峨
天
皇
、

空
海
の
遺
墨
も
目
に
し
て
い
る
。

日
記
に
は
書
の
鑑
賞
の
み
な
ら
ず
、
書
の
揮
毫
に
つ
い
て
の
記
述
も
極
め
て

多
い
。
一
例
と
し
て
明
治

年
７
月

日
、
一
六
が
京
都
行
幸
中
の
天
皇
に

10

22

供
奉
し
た
際
、
奠
墓
の
た
め
に
休
暇
を
請
い
水
口
へ
帰
郷
し
た
。
そ
の
時
、
徳

永
、
田
川
氏
か
ら
の
需
め
に
応
じ
て
屏
風
二
双
、
楹
聯
、
扁
額
等
、
一
度
に
三

十
点
を
揮
毫
し
て
い
る
が
、
そ
の
書
体
は
楷
書
、
行
書
を
中
心
と
し
た
も
の

で
、
狂
草
の
類
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
。

●
一
六
と
中
国
人
の
交
遊

日
記
に
見
ら
れ
る
中
国
人
と
の
交
遊
は
何
如
璋
、
馮
畊
三
、
衛
鋳
等
の
名

に
留
ま
る
。
何
如
璋
は
清
国
駐
日
公
使
、
馮
畊
三
は
上
海
の
筆
工
で
、
一
六

に
筆
墨
硯
紙
を
納
め
て
い
た
。
衛
鋳
は
民
間
の
書
家
、
篆
刻
家
で
、
一
六
と
は

詩
酒
を
と
も
に
し
て
い
る
。

日
記
は
楊
守
敬
が
来
日
す
る
明
治

年
直
前
で
終
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の

13

交
遊
を
伺
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
。

●
明
治
初
期
に
お
け
る
一
六
の
書
法

日
記
に
は
北
碑
に
触
れ
る
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
、
北
碑
に
開
眼
す
る
の
は

楊
守
敬
の
来
日
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
明
治

初
期
に
お
け
る
一
六
の
書
風
形
成
は
以
下
の
三
点
に
集
約
さ
れ
る
。

１
、
明
治
天
皇
の
詔
勅
起
草
と
揮
毫
。

２
、
碑
碣
を
書
丹
す
る
機
会
の
増
加
と
、
そ
れ
に
適
し
た
書
風
の
揮
毫
。

３
、
顔
真
卿
書
法
の
受
容
と
換
骨
奪
胎

王
羲
之
や
初
唐
三
大

家
を
は
じ
め
と
す
る
晋

唐
書
法
は
も
と
よ
り
、

日
本
の
書
蹟
を
も
広
く

学
ん
だ
一
六
は
、
特
に

顔
真
卿
の
書
に
力
を
注

ぎ
、
顔
真
卿
の
書
法
の

特
徴
で
あ
る
円
筆
を
方

筆
化
す
る
こ
と
で
、
独

自
の
書
風
を
築
い
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
推
測
す

る
。大

会
当
日
は
関
連
す

る
書
画
資
料
が
展
示
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
リ
ス
ト

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

【
近
代
日
中
書
法
交
流
史
関
係
遺
墨
資
料
】

―
巖
谷
一
六
と
そ
の
交
友
を
中
心
と
し
て
―

（
杉
村
氏
春
林
葩
屋
蔵
品
よ
り
）

１
、
巖
谷
一
六
（
一
八
三
四
～
一
九
〇
五
）

李
白
詩

２
、
巖
谷
一
六

東
照
公
遺
訓

３
、
巖
谷
一
六

梅
花
図

４
、
巖
谷
一
六

開
戦
之
大
詔
（
日
露
戦
争
）

５
、
楊
守
敬

（
一
八
三
九
～
一
九
一
五
）
撰
書

蒙
将
軍
之
象
碑
拓
本

６
、
楊
守
敬

臨
裴
鏡
民
碑
並
孟
法
師
碑

７
、
楊
守
敬

王
維
詩
竹
里
館

８
、
楊
守
敬

水
経
注

９
、
黎
庶
昌
（
一
八
三
七
～
一
八
九
八
）

七
言
絶
句

、
何
如
璋
（
一
八
三
八
～
一
八
九
一
）

蘇
軾
「
李
思
訓
画
長
江
絶
島
図
」

10
、
岡
千
仭
（
一
八
三
三
～
一
九
一
四
）

三
保
浦
矚
目

11
、
張
斯
桂
（
一
八
一
六
～
？
）

咏
大
坂
花
園
平
将
軍
手
植
え
高
臘
梅

12
、
松
田
雪
柯
（
一
八
二
三
～
一
八
八
一
）

菊
花
図

13
、
三
島
中
洲
（
一
八
三
一
～
一
九
一
九
）

七
言
絶
句

14
、
日
下
部
鳴
鶴
（
一
八
三
八
～
一
九
二
二
）

集
漢
鏡
銘
字

15
、
矢
土
錦
山
（
一
八
四
九
～
一
九
二
〇
）

詠
史

16
、
矢
土
錦
山

来
翰
集
（
巖
谷
一
六
、
楊
守
敬
等
）

17
、
羅
振
玉
（
一
八
六
六
～
一
九
四
〇
）

臨
甲
骨
文

18

金
城
（
一
八
七
八
～
一
九
二
六
）

花
鳥
図
合
璧
立
軸

、
羅
振
玉

臨
西
狭
頌

19
、
内
藤
湖
南
（
一
八
六
六
～
一
九
三
四
）

丙
寅
歳
除
七
律

20
、
狩
野
君
山
（
一
八
六
八
～
一
九
四
七
）

杜
甫
詩
二
首

21
、
長
尾
雨
山
（
一
八
六
四
～
一
九
四
二
）

菊
花
図

22※
杉
村
邦
彦
氏
に
よ
る
本
講
演
の
概
要
は『
書
学
書
道
史
研
究
』
に

掲
載
予
定
で
す
。
ど
う
ぞ
御
期
待
下
さ
い
。
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平
成

年
度
「
総
会
」
報
告

事
務
局

28

本
年
度
の
第

回
大
会
は
、
平
成

年

月
１
日
・

27

28

10

２
日
の
両
日
、
滋
賀
大
学
教
育
学
部
キ
ャ
ン
パ
ス
・
大
講

義
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
初
日
冒
頭
、
例
年
通
り

本
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
総
会
は
、
小
川
博
章
会

報
委
員
長
の
司
会
で
、
笠
嶋
忠
幸
国
内
局
長
の
開
会
の

辞
で
は
じ
ま
っ
た
。
滋
賀
大
学
・
位
田
隆
一
学
長
に
よ
る

開
催
校
代
表
挨
拶
、
澤
田
雅
弘
理
事
長
の
挨
拶
に
続

き
、
大
野
修
作
副
国
際
局
長
を
議
長
に
選
出
し
て
議

事
に
入
り
、
以
下
の
議
事
及
び
報
告
が
な
さ
れ
た
。
な

お
、
議
事
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
可
決
さ

れ
た
。

〈
議
事
〉

▽
平
成

年
度
決
算
・
事
業
活
動
報
告
案

27

（
髙
城
弘
一
事
務
局
長
）

▽
平
成

年
度
決
算
案
監
査
報
告
（杉
浦
妙
子
監
事
）

27

▽
平
成

年
度
予
算
・事
業
活
動
案

28

（髙
城
弘
一
事
務
局
長
）

〈
報
告
〉

▽
編
集
局
報
告
（中
村
伸
夫
編
集
局
長
）

▽
学
術
局
報
告
（矢
野
千
載
副
学
術
局
長
）

▽
国
際
局
報
告
（富
田
淳
国
際
局
長
）

▽
国
内
局
報
告
（笠
嶋
忠
幸
国
内
局
長
）

▽
研
究
局
報
告
（
河
内
利
治
研
究
局
長
）

▽
会
報
委
員
会
報
告
（
小
川
博
章
会
報
委
員
長
）

〈
連
絡
〉

▽
大
会
日
程
等
説
明
（中
村
史
朗
会
場
校
責
任
者
）

▽
事
務
連
絡
（
髙
城
弘
一
事
務
局
長
）

平成27年度 会計決算報告書 平成28年度 会計予算報告書

項 目 決 算 額 項 目 予 算 額

収 個人会員会費 2,544,000 収 個人会員会費 2,800,000

団体賛助会費 600,000 団体賛助会費 550,000

入 大会参加費 388,000 入 大会参加費 350,000

大会懇親会費 268,500 大会懇親会費 160,000

の その他の収入 38,360 の その他の収入 30,000

本年度収入計 3,838,860 本年度収入計 3,890,000

部 前年度繰越金 8,587,587 部 前年度繰越金 9,508,795

収 入 合 計 12,426,447 収 入 合 計 13,398,795

編 集 局 経 費 649,404 編 集 局 経 費 700,000

「学会展望」準備費 105,000 「学会展望」準備費 100,000

国 際 局 経 費 0 国 際 局 経 費 300,000

国 内 局 経 費 0 国 内 局 経 費 300,000

支 大会運営費 200,000 支 大会運営費 200,000

大会準備費 100,000 大会準備費 100,000

大会懇親会費 300,000 大会懇親会費 160,000

学 術 局 経 費 0 学 術 局 経 費 100,000

研 究 局 経 費 0 研 究 局 経 費 900,000

出 会 報 編 集 委経費 0 出 会 報 編 集 委経費 30,000

ホームページ委経費 78,300 ホームページ委経費 300,000

事 務 局 経 費 事 務 局 経 費

会議費 3,217 会議費 30,000

荷造送料 440,575 荷造送料 500,000

の 遠隔地役員交通費 30,880 の 遠隔地役員交通費 400,000

選管費 32,240 選管費 0

名簿発行費 179,948 名簿発行費 0

通信費 2,532 通信費 8,000

事務消耗品備品費 1,276 事務消耗品備品費 10,000

部 事務委託費 692,280 部 事務委託費 700,000

人件費 100,000 人件費 100,000

諸学会費 2,000 諸学会費 2,000

予備費 予備費 8,458,795

本 年 度 支 出 計 2,917,652 本 年 度 支 出 計 13,398,795

次 年 度 繰 越 金 9,508,795 次 年 度 繰 越 金 0

合 計 12,426,447 合 計 13,398,795
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各
局
活
動
報
告

国

内

局

本
年
度
の
大
会
は
、
平
成

年

月
１
日
（
土
）
、
２
日
（
日
）
の

28

10

両
日
、
滋
賀
大
学
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
担
当
校
の
中
村
史

朗
先
生
ほ
か
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
自
然
豊
か
な
近
江
石
山
の

地
に
て
充
実
し
た
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
ま
し
て
、

心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
大
会
で
は
全
７
件
の
意
欲
的
な
研
究
発
表
の
ほ
か
、
初
日
に
は

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
企
画
し
、
本
学
会
の
将
来
に
向
け
、
い
か

に
美
術
館
・
博
物
館
と
の
連
繋
を
図
る
か
を
考
え
る
試
み
で
し
た

が
、
実
際
に
は
、
そ
の
前
に
美
術
館
・
博
物
館
の
現
在
の
活
動
内
容

や
課
題
に
つ
い
て
皆
さ
ん
に
ご
理
解
い
た
だ
く
場
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。
二
日
目
に
は
杉
村
邦
彦
先
生
（
名
誉
会
員
）
に
、
巖
谷
一
六
に

関
す
る
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
ま
た
関
係
資
料
の
特
別
展
示
に
も

お
力
添
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。
詳
細
は
、
別
稿
の
大
会
報
告
を
ご
覧

下
さ
い
。

来
年
度
は
日
本
大
学
（
東
京
・
桜
上
水
）
を
会
場
と
し
て
開
催
す

る
予
定
で
す
。
た
だ
し
日
程
に
つ
い
て
は
会
場
校
と
未
だ
調
整
中
に

つ
き
、
追
っ
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

（国
内
局
長

笠
嶋
忠
幸
）

国

際

局

本
年
度
も
、
中
国
大
陸
・
台
湾
・
韓
国
・
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
書

画
・
典
籍
・
金
石
資
料
に
関
す
る
特
別
展
・
常
設
展
に
つ
い
て
、
各
施

設
が
ウ
ェ
ブ
上
で
提
供
す
る
情
報
に
す
ぐ
ア
ク
セ
ス
で
き
る
展
覧
会

案
内
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
し
ま
し
た
。
ま
た
、
外
国
か
ら
講

演
等
で
来
日
す
る
方
が
あ
れ
ば
、
広
報
等
を
は
じ
め
と
す
る
ご
支

援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

今
後
と
も
、
海
外
で
の
最
新
の
動
向
を
お
伝
え
す
べ
く
、
各
種
の
情

報
を
発
信
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（国
際
局
長

富
田

淳
）

学

術

局

Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
に
つ
い
て

学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』
の
Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
ジ
ェ
イ
・
ス
テ

ー
ジ
）登
載
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
局
幹
事
の
献
身
的
な
尽
力
で
行

っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
学
会
の
安
定
し
た
会
計
状
況
と
登
載
の

永
年
継
続
と
い
う
責
務
に
鑑
み
、
他
学
会
と
同
様
に
外
部
委
託
す

る
こ
と
が
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、
昨
秋
の
総
会
で
報
告
い
た
し
ま
し

た
。早

速
、
社
歴
や
実
績
、
本
学
会
誌
特
有
の
難
字
対
応
な
ど
を
総

合
的
に
勘
案
し
て

号
の
登
載
を
依
頼
い
た
し
ま
し
た
が
、
常
に
局

26

が
か
か
わ
り
、
誤
り
な
き
よ
う
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
東
京
の
会
社

に
依
頼
し
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
す
が
、
従
来
ど
お
り
来
春
公
開
で

き
る
よ
う
に
努
め
ま
す
。
な
お
公
開
時
に
は
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

東
洋
学
・ア
ジ
ア
研
究
連
絡
協
議
会

学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
既
報
の
と
お
り
、
本
学
会
が
加
盟
す
る
右

記
協
議
会
の
２
０
１
６
年
度
総
会
が
、

月

日
（
土
）
に
東
京
大

12

17

学
法
文
二
号
館
で
開
催
さ
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
東
洋
学
・
ア
ジ
ア
研

究
の
新
た
な
振
興
を
め
ざ
し
て
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅳ
」
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
学
術
会
議
第
一
部
（
人
文
・
社
会
科
学
）
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

人
文
・
社
会
科
学
系
学
部
・
大
学
院
の「
組
織
の
廃
止
や
社
会
的

要
請
の
高
い
分
野
へ
の
転
換
」
を
国
立
大
学
法
人
に
求
め
た
２
０
１
６

年
６
月
の
文
科
省
か
ら
の
通
知
に
対
し
、
日
本
学
術
会
議
が
同
年

７
月
に
続
き
、
昨
年
８
月

日
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

10

い
ず
れ
も
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス「
学
会
名
鑑
」

日
本
学
術
会
議
・
日
本
学
術
協
力
財
団
・科
学
技
術
振
興
機
構

連
携
の
標
記
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
、
昨
年

月
、
実
態
調
査
に

11

回
答
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
も
随
時
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
。

h
ttps://

gakkai.jst.go.jp
/gakkai/（学

術
局
長

森
岡

隆
）

研

究

局

「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」は
、
会
員
各
位
の
研
究
課
題
の
計
画

書
を
募
集
し
、
応
募
の
あ
っ
た
研
究
計
画
か
ら
優
れ
た
成
果
ま
た
は

有
用
な
成
果
が
期
待
で
き
る
計
画
を
選
定
し
た
う
え
で
、
研
究
促

進
助
成
金
を
支
給
し
、
翌
々
年
に
成
果
の
提
出
を
義
務
づ
け
、
書

学
書
道
史
の
研
究
促
進
と
振
興
に
寄
与
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

し
か
し
平
成

年
度
の「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
応
募
研
究
計

28

画
書
は
０
件
で
し
た
。
そ
こ
で
常
任
理
事
会
、
理
事
会
の
議
を
経

て
、
平
成

年
度
の「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
は
、
多
く
の
会
員

29

各
位
が
応
募
し
や
す
い
よ
う
に「
研
究
促
進
助
成
金
規
程
」
の
一
部

を
改
正
し
、「
助
成
金
は
消
耗
品
、
備
品
・
物
品
（
書
籍
を
含
む
）
購

入
お
よ
び
旅
費
・宿
泊
費
に
充
て
る
こ
と
と
し
、
領
収
書
（物
品
・
旅

券
・
宿
泊
代
等
）
お
よ
び
行
程
表
の
提
出
を
求
め
る
。
」
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
詳
細
は
、「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
／
平
成

年
度
募

29

集
要
項
」「
平
成

年
度
書
学
書
道
史
学
会
「
研
究
促
進
助
成
金

29

制
度
」
応
募
研
究
計
画
書
」
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
ま
ず
ご
一
読
下
さ
い
。

■
研
究
期
間
：
平
成

年
度
〜
平
成

年
度

29

30

（
平
成

年
９
月
１
日
〜
平
成

年
８
月

日
の
二
年
間
）

29

31

31

■
研
究
促
進
助
成
金
：
一
件
に
つ
き

万
円
（
三
件
ま
で
採
択
）

30

■
申
請
受
付
期
間
：平
成

年
６
月
１
日
（木
）
〜
６
月
７
日
（水
）

29

■
申
請
方
法
：
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
「
平
成

年
度
書
学
書
道
史

29

学
会
「
研
究
促
進
助
成
金
制
度
」
応
募
研
究
計
画
書
」
（W

o
rd

形

式
）
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
受
付
期
間
内
に
下
記
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
Ｅ
メ
ー
ル
（添
付
フ
ァ
イ
ル
）で
申
請
し
て
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先
：sho

gaku@
un
ivco

op
.or.jp

■
問
い
合
わ
せ
方
法
：
Ｅ
メ
ー
ル
の
み
（「
平
成

年
度
研
究
助
成

29

問
い
合
わ
せ
」と
ご
記
入
下
さ
い
。
）

（研
究
局
長

河
内
利
治
）

https://gakkai.jst.go.jp/gakkai/
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編

集

局

学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』
第

号
は
、
最
終
段
階
で
の
校
正

26

作
業
に
予
想
以
上
の
時
間
を
要
し
た
た
め
、
刊
行
が
お
く
れ
、
会

員
諸
氏
へ
の
送
付
も
例
年
よ
り
も
お
そ
く
な
り
ま
し
た
。
論
文
四

編
、
研
究
ノ
ー
ト
一
篇
、
國
學
院
大
學
で
開
催
さ
れ
た
第

回
大

26

会
で
の
特
別
講
演
の
記
録
、
中
国
書
道
史
関
連
の
研
究
動
向
、
書

評
二
件
、
と
い
う
構
成
で
す
。

第

号
へ
の
投
稿
論
文
の
提
出
締
め
切
り
は
、
平
成

年
３
月

27

29

31

日
で
す
の
で
厳
守
願
い
ま
す
。
滋
賀
大
学
で
開
催
さ
れ
た
第

回
27

大
会
で
の
研
究
発
表
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ひ
ろ
く
会
員
諸
氏
か

ら
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
論
文
の
投
稿
規
定
等
に
つ
い
て

は
書
学
書
道
史
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
投
稿
規

定
に
つ
い
て
も
厳
守
願
い
ま
す
。
編
集
局
の
事
業
に
つ
き
、
ご
質
問

や
ご
意
見
、
あ
る
い
は
ご
要
望
が
あ
る
場
合
は
、
編
集
局
担
当
者

（
中
村
伸
夫
、
菅
野
智
明
、
高
橋
利
郎
）
ま
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

（編
集
局
長

中
村
伸
夫
）

事

務

局

［
平
成

年
度
事
業
・
活
動
報
告
］

27

４
日

日

第

期
第
２
回
常
任
理
事
会

（於

大
東
会
館
）

19

13

５
月

日

第

号
《
会
報
》発
行
及
び
発
送

15

29

６
月

日

第

回
大
会
発
表
申
込
締
切

30

26

７
月

日

第

期
第
３
回
常
任
理
事
会

（
於

大
東
会
館
）

12

13
第

回
（臨
時
）理
事
会

（
於

大
東
会
館
）

58

８
月

日

《
大
会
最
終
案
内
》《
大
会
レ
ジ
ュ
メ
集
》
発
行
及
び
発
送

30

９
月

日

平
成

年
度
決
算
会
計
監
査

15

26

月
３
日

第

回
定
例
理
事
会

（
於

國
學
院
大
學
）

10

59
第

回
大
会
１
日
目

（於

國
學
院
大
學
）

26

月
４
日

第

回
大
会
２
日
目

（於

國
學
院
大
學
）

10

26

月
初
旬

第

号『
書
学
書
道
史
研
究
』
発
行
及
び
発
送

11

25

月

日

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
申
請
申
込
締
切

12

31

26

１
月

日

第

号
《
会
報
》発
行
及
び
発
送

15

30

２
月

日

第

期
役
員
選
挙
投
票
締
切

18

14

２
月

日

第

期
役
員
選
挙
開
票

（於

大
東
会
館
）

21

14

３
月
４
日

選
挙
選
出
理
事
に
よ
る
緊
急
会
議

（
於

大
東
会
館
）

３
月

日

第

回
（臨
時
）理
事
会

（
於

大
東
会
館
）

13

59

３
月

日

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
原
稿
締
切

31

26

［平
成

年
度
事
業
・
活
動
計
画
］

28

５
月

日

第

号
《
会
報
》発
行
及
び
発
送

15

31

６
月

日

第

回
大
会
発
表
申
込
締
切

30

27

７
月

日

第

期
第
１
回
常
任
理
事
会

（於

大
東
会
館
）

10

14

８
月

日

《
大
会
最
終
案
内
》《
大
会
レ
ジ
ュ
メ
集
》
発
行
及
び
発
送

30

８
月
中
旬

平
成

年
度
決
算
会
計
監
査

27

月
１
日

第

回
定
例
理
事
会

（於

滋
賀
大
学
）

10

60
第

回
大
会
１
日
目

（於

滋
賀
大
学
）

27

月
２
日

第

回
大
会
２
日
目

（
於

滋
賀
大
学
）

10

27

月
初
旬

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
発
行
及
び
発
送

11

26

月

日

第

号
『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
申
請
申
込
締
切

12

31

27

１
月

日

第

号
《
会
報
》発
行
及
び
発
送

15

32

３
月

日

第

号『
書
学
書
道
史
研
究
』
投
稿
原
稿
締
切

31

27

［
平
成

年
度
・
第

回
書
学
書
道
史
学
会
大
会
会
場
（
予
定
）
の

29

28

お
知
ら
せ
］

毎
年
、
書
学
書
道
史
学
会
大
会
は
、
西
日
本
、
東
日
本
と
会
場

を
交
互
に
移
し
て
、
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
平
成

年
度
は
、
滋
賀

28

大
学
（
西
日
本
）
で
の
開
催
に
よ
り
、
平
成

年
度
は
、
東
日
本
に

29

お
い
て
開
催
し
ま
す
。
理
事
会
等
の
推
薦
も
あ
り
、
鈴
木
晴
彦
理

事
の
本
務
校
で
あ
る
日
本
大
学
を
会
場
校
と
し
て
、

月
下
旬
を

11

開
催
日
と
し
て
予
定
し
て
い
ま
す
。
ご
承
知
お
き
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

［学
生
会
員
か
ら
一
般
会
員
への
手
続
に
つ
い
て
］

本
学
会
で
は
、
学
生
会
員
の「
有
期
会
員
制
」
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
学
生
会
員
（
学
生
会
費
適
用
の
方
）
が
大
学
院

を
修
了
、
も
し
く
は
満
期
退
学
・
自
主
退
学
、
そ
の
他
の
理
由
に
よ

り
学
籍
を
失
っ
た
（
学
割
証
の
発
給
対
象
で
な
く
な
っ
た
）
時
点
で
、

学
生
会
員
資
格
を
、
一
旦
終
了
と
す
る
も
の
で
す
。
該
当
の
方
が

引
き
続
き
本
学
会
会
員
に
留
ま
ろ
う
と
す
る
場
合
、
以
下
の
会
員

変
更
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
会
員
変
更
手
続
き
の
用
紙

が
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
し
て
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

右
の「
入
会
申
込
書
」
を
選
択
し
、「
会
員
変
更
申
込
書
」
を
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
、
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
学
会
事
務
局
へ
送
付
し
て

下
さ
い
。
ま
た
、
当
該
会
員
手
続
き
は
、
届
け
出
制
度
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
理
事
会
で
の
資
格
審
査
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
書

類
提
出
の
み
で
学
生
会
員
資
格
の
終
了
時
点
か
ら
自
動
的
に
一
般

会
員
資
格
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
今
春
に
学
生
会
員
資
格
を
失
う

方
は
、
早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。
送
付
先
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

〈
事
務
局
の
連
絡
先
〉

〒
１
６
６
―
８
５
３
２

東
京
都
杉
並
区
和
田
３
―
３
０
―
２
２

大
学
生
協
学
会
支
援
セ
ン
タ
ー
内

書
学
書
道
史
学
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：０
３
（
５
３
０
７
）１
１
７
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
３
（５
３
０
７
）１
１
９
６

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
：sho

gaku@
univco

op.or.jp

※
電
話
で
の
応
答
は｢

大
学
生
協
学
会
支
援
セ
ン
タ
ー｣

と
な
り
ま
す
。

（事
務
局
長

髙
城
弘
一
）

新
入
会
員
紹
介

事
務
局

〈
一
般
会
員
〉

柴
田
大
輝

み
ず
ほ
第
一
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
株
式
会
社

オ
レ
グ
・
プ
レ
シ
ア
ー
ニ

大
東
文
化
大
学

押
上
万
希
子

藤
女
子
大
学

〈
学
生
会
員
〉

前
川
知
里

大
東
文
化
大
学
大
学
院
生

澤
田
乃
理
子

佛
教
大
学
大
学
院
生

井
田
明
宏

筑
波
大
学
大
学
院
生

陳

奕
君

筑
波
大
学
大
学
院
生

※
平
成

年
４
月
～
同
年
９
月
に
申
請
さ
れ
た
方

28
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平
成

年
度
研
究
費
本
関
係
者
採
択
一
覧

事
務
局

28

本
会
会
員
の
採
択
課
題
に
限
っ
た
が
、
会
員
が
分
担
研
究
者
で
、
代
表
者
が
非

会
員
で
あ
る
場
合
に
は
、
※
を
付
し
て
代
表
者
を
末
尾
に
付
記
し
た
。
複
数
の
会

員
が
関
わ
る
同
課
題
に
つ
い
て
は
、
当
該
課
題
の
も
と
に
代
表
者
と
分
担
研
究
者

と
を
併
記
し
た
。
な
お
、
所
属
の
後
の
数
字
は
、
平
成

年
度
の
み
の
補
助
金
の
配

28

分
額
。
計
画
額
に
は
＊
を
付
し
た
。

基
盤
研
究
（
Ａ
）
継
続
（
平
成

～
）
作
品
誌
の
観
点
に
よ
る
大
徳
寺
伝
来
五
百
羅
漢
図
の
総

26

合
的
研
究

板
倉
聖
哲
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：井
手
誠
之
輔
（
九
州
大
学
）4,4

2
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ａ
）
新
規

日
本
に
お
け
る「
生
き
物
供
養
」「
何
で
も
供
養
」
の
連
環
的
研
究
基
盤

の
構
築

永
由
徳
夫
（
群
馬
大
学
）
※
代
表
：
相
田
満
（
国
文
学
研
究
資
料
館
）9,8

8
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
懐
徳
堂
の
総
合
的
研
究

岸
田
知
子
（
中
央
大
学
）
※
代

25

表
：竹
田
健
二
（
島
根
大
学
）1,5

60

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
前
近
代
中
国
に
お
け
る
交
通
路
と
関
津
の
環
境
史
学
的

25

研
究

福
原
啓
郎
（
京
都
外
国
語
大
学
）2,7

30

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
多
面
的
把
握
に
基
づ
く
新
義
真
言
宗
系
聖
教
の
解
明
と

26

公
開
促
進
を
果
た
す
研
究

赤
尾
栄
慶
（
京
都
国
立
博
物
館
）
※
代
表
：宇
都
宮
啓
吾
（
大
阪

大
谷
大
学
）4,0

3
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
宮
廷
と
美
術
に
関
す
る
比
較
美
術
史
学
的
研
究

板
倉

26

聖
哲
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
秋
山
聰
（
東
京
大
学
）4,6

80

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
概
念
表
現
と
実
体
化
表
現
か
ら
見
た
中
国
語
文
法
史
の

26

展
開
―
構
文
と
文
法
範
疇
の
相
関
的
変
遷
の
解
明

大
西
克
也
（
東
京
大
学
）3,1

2
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）Mu

ltiD
iscip

lin
aryA

p
p
ro
ach

に
よ
る
戦
国
秦
漢
期
新
出

26

土
資
料
研
究

大
西
克
也
（
東
京
大
学
）
※
代
表
：
谷
中
信
一
（
日
本
女
子
大
学
）3,7

7
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
学
校
に
お
け
る
美
術
鑑
賞
の
授
業
モ
デ
ル
の
拡
充
と
普
及

26

に
つ
い
て
の
実
践
的
研
究

萱
の
り
子
（
東
京
学
芸
大
学
）
※
代
表
：
松
岡
宏
明
（
関
西
国
際
大

学
）3,2

5
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
学
力
困
難
地
域
に
お
け
る
学
校･

家
庭･

地
域
を
通
じ
た

26

総
合
的
な
学
力
向
上
推
進
方
策
に
関
す
る
研
究

村
山
昌
央
（
北
海
道
教
育
大
学
）
※
代
表

：玉
井
康
之
（北
海
道
教
育
大
学
）2,3

4
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
海
外
敦
煌
書
儀
・
六
朝
尺
牘
文
献
の
古
代
日
本
へ
の
受
容

27

実
態
の
解
明

小
林
比
出
代
（
信
州
大
学
）
※
代
表
：西
一
夫
（
信
州
大
学
）4,4

2
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
脳
生
理
学
的
知
見
を
取
り
入
れ
た
芸
術
教
育
に
お
け
る

27

感
性
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

小
林
比
出
代
（
信
州
大
学
）
※
代
表
：
齊
藤
忠
彦
（
信
州
大

学
）2,9

90

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
年
号
勘
文
資
料
の
研
究
基
盤
の
構
築

近
藤
浩
之
（
北
海

27

道
大
学
）
※
代
表
：水
上
雅
晴
（
中
央
大
学
）3,1

20

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
清
朝
末
期
に
お
け
る
中
国
踏
査
写
真
資
料
に
関
す
る
発

27

展
的
研
究

富
田
淳
（
東
京
国
立
博
物
館
）
※
代
表
：
関
紀
子
（
東
京
国
立
博
物
館
）1,69

0

千

円基
盤
研
究
（
Ｂ
）
継
続
（
平
成

～
）
南
北
朝
～
隋
代
に
お
け
る
造
像
銘
の
調
査
及
び
史
料
集

27

成
と
そ
の
総
合
的
研
究

宮
崎
洋
一
（
広
島
文
教
女
子
大
学
）
※
代
表
：
佐
藤
智
水
（
龍
谷
大

学
）3,9

00

千
円

基
盤
研
究
（Ｂ
）
新
規

東
ア
ジ
ア
美
術
に
お
け
る
仏
伝
の
表
象

板
倉
聖
哲
（
東
京
大
学
）※

代
表
：
稲
本
泰
生
（
京
都
大
学
）4,5

5
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
新
規

隋
唐
「
仏
教
社
会
」
の
多
元
的
構
造
の
解
明
と
東
ア
ジ
ア
文
化
論
の
構

築

氣
賀
澤
保
規
（明
治
大
学
）7,54

0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
新
規

運
動
の「
ぎ
こ
ち
な
さ
」を
要
因
と
す
る
書
字
困
難
児
に
対
す
る
早
期

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発

齋
木
久
美
（
茨
城
大
学
）
※
代
表
：
勝
二
博
亮
（
茨
城
大
学
）5,2

0
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｂ
）
新
規

中
国
道
教
に
お
け
る
聖
地
と
巡
礼
に
関
す
る
総
合
的
調
査
と
研
究

土
屋
昌
明
（
専
修
大
学
）8,5

80

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
本
阿
弥
光
悦
筆
和
歌
巻
の
特
徴
解
明
と
伝
光
悦
筆
和
歌

23

巻
の
真
贋
鑑
定
法
の
確
立

森
岡
隆
（
筑
波
大
学
）0

千
円*

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
隷
書
再
発
現
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
―
中
国
中
世
期
の
石
刻
資
料

25

を
端
緒
と
し
て
―

東
賢
司
（
愛
媛
大
学
）91

0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
北
朝
末
隋
代
墓
誌
中
に
混
在
す
る
自
律
的
刻
法
の
楷
書

26

新
表
現
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

澤
田
雅
弘
（
大
東
文
化
大
学
）1,3

0
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
書
の
芸
術
性
に
関
す
る
術
語
と
現
代
学
者
の
解
釈
と
の
比

27

較
研
究

河
内
利
治
（大
東
文
化
大
学
）1,0

40

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
学
習
者
の
実
態
調
査
に
基
づ
く
左
利
き
者
に
有
用
な
書

27

写
教
材
及
び
授
業
開
発
に
関
す
る
基
礎
的
研
究

小
林
比
出
代
（
信
州
大
学
）1,5

6
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）
漢
字
文
化
圏
に
お
け
る
骨
卜
と
亀
卜
に
関
す
る
総
合
的

27

研
究

近
藤
浩
之
（
北
海
道
大
学
）1,95

0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
継
続
（
平
成

～
）『
和
漢
朗
詠
集
』
諸
本
の
集
成
と
研
究

山
本
ま
り
子
（
お

27

茶
の
水
女
子
大
学
）65

0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

日
中
韓
に
お
け
る
書
教
育
に
関
わ
る
教
員
養
成
モ
デ
ル
の
構
築
―
現

状
の
比
較
・
分
析
を
通
し
て
―

加
藤
泰
弘
（
東
京
学
芸
大
学
）780

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

植
民
地
期
朝
鮮
の
職
業
書
芸
家
に
お
け
る「
書
」
認
識
に
関
す
る
研
究

金
貴
粉
（大
阪
経
済
法
科
大
学
）1,6

9
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

読
み
書
き
指
導
に
関
す
る
幼
・
小
連
携
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
開
発

齋
木

久
美
（茨
城
大
学
）1,5

6
0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

日
本
語
表
記
に
使
わ
れ
る
文
字
の
由
来
、
特
質
等
を
理
解
さ
せ
る
た

め
の
視
聴
覚
教
材
の
開
発
Ⅰ

和
田
圭
壮
（
福
岡
教
育
大
学
）
※
研
究
分
担
者
：
鈴
木
慶
子

（長
崎
大
学
）

山
元
宣
宏
（宮
崎
大
学
）26

0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

日
本
の「
書
く
こ
と
」
の
教
育
改
善
の
た
め
の
調
査
研
究
―
ド
イ
ツ
の
入

門
期
文
字
言
語
獲
得
の
知
略
―

鈴
木
慶
子
（
長
崎
大
学
）2,2

10

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

『
三
国
志
演
義
』
二
十
四
巻
系
後
期
諸
本
の
研
究

中
川
諭
（
大
東

文
化
大
学
）1,0

40

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

日
本
近
代
書
道
史
再
考
―
美
術
・
教
育
制
度
、
言
語
施
策
の
構
築
を

視
野
に
入
れ
て
―

中
村
史
朗
（滋
賀
大
学
）65

0

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

中
国
中
世
石
刻
資
料
か
ら
見
る
水
運
と
埋
葬
の
連
鎖

東
賢
司
（
愛

媛
大
学
）1,5

60

千
円

基
盤
研
究
（
Ｃ
）
新
規

IC
T

教
育
推
進
の
た
め
の
小
学
校
国
語
科
書
写
に
お
け
る
毛
筆
動
画

教
材
及
び
授
業
開
発

樋
口
咲
子
（千
葉
大
学
）1,17

0

千
円

基
盤
研
究
（Ｃ
）
新
規

筆
順
変
遷
過
程
の
資
料
化
を
図
る
た
め
の
基
礎
的
研
究

松
本
仁
志

（
広
島
大
学
）910

千
円

挑
戦
的
萌
芽
研
究

継
続
（
平
成

～
）
日
本
流
入
の
中
国
書
画
に
関
す
る
新
旧
収
蔵
家
ネ

26

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
復
元
的
研
究

菅
野
智
明
（
筑
波
大
学
）1,0

4
0

千
円

分
担
：
増
田
知
之
（
安

田
女
子
大
学
）

挑
戦
的
萌
芽
研
究

継
続
（
平
成

～
）
唐
宋
時
代
の「
巡
礼
」
と
移
動
を
め
ぐ
る
社
会
史
的

26

研
究

氣
賀
澤
保
規
（
明
治
大
学
）65

0

千
円

挑
戦
的
萌
芽
研
究

（
平
成

～
）
行
為
と
形
象
の
間
－
近
代
の
書
に
お
け
る「
臨
書
」の
諸
相

27

を
め
ぐ
る
考
察

萱
の
り
子
（
大
阪
教
育
大
学
）91

0

千
円

挑
戦
的
萌
芽
研
究

（平
成

～
）『
説
文
解
字
』
に
お
け
る
字
体
の
定
例

山
元
宣
宏
（
宮
崎

27

大
学
）1,1

70

千
円

特
別
研
究
員
奨
励
費

（平
成

～
）
６
～
８
世
紀
の
日
本
書
道
史
に
お
け
る
書
風
基
準
の
構

27

築
―
中
韓
の
文
字
史
料
と
の
比
較
を
通
し
て

加
藤
詩
乃
（
青
山
学
院
大
学
）800

千
円



( 8 )

談

話

室

日
々
、
試
行
錯
誤

星
子

桃
子

博
物
館
に
就
職
し
て
三
年
目
。
い
よ
い
よ
自
分

自
身
の
展
示
企
画
を
考
え
る
こ
と
に
。
早
速
、
最

近
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
調
査
を
進
め
、「
寄

り
合
い
書
き
」
や
「
合
作
」
と
い
っ
た
、
一
つ
の
作
品

を
複
数
人
で
作
り
上
げ
て
い
る
も
の
を
テ
ー
マ
に

で
き
な
い
か
、
試
行
錯
誤
の
真
っ
最
中
で
あ
る
。

作
品
そ
の
も
の
の
書
法
美
の
み
な
ら
ず
、
制
作
さ

れ
た
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
携
わ
っ
て
い
る
メ
ン
バ
ー

の
交
流
と
い
っ
た
、
制
作
背
景
を
探
る
面
白
さ
を

伝
え
た
い
と
考
え
て
い
る
が
…
…
。
当
館
は
歴
史

博
物
館
で
あ
る
た
め
、
書
表
現
の
美
し
さ
や
面

白
さ
だ
け
で
な
く
、
歴
史
上
の
評
価
も
知
っ
て
も

ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
れ
こ
れ
思
案
し
て

み
る
も
の
の
、
今
度
は
予
算
の
問
題
が
！
理
想
と

現
実
の
狭
間
で
悩
ま
し
い
日
々
が
続
い
て
い
る
。

西
湖
の
夕
暮
れ

正
岡

知
晃

浙
江
省
杭
州
市
、
西
湖
に
浮
か
ぶ
孤
山
に
初

め
て
訪
れ
た
の
は
二
〇
〇
九
年
夏
の
こ
と
で
し

た
。
夏
の
杭
州
は
茹
だ
る
よ
う
な
暑
さ
で
、
浙
江

大
学
玉
泉
校
区
で
の
留
学
生
活
を
始
め
た
ば
か

り
の
私
は
、
孤
山
へ
大
汗
を
か
き
な
が
ら
自
転
車

で
向
か
い
ま
し
た
。
朝
倉
文
夫
が
呉
昌
碩
へ
贈
っ

た
胸
像
、
中
国
印
学
博
物
館
等
を
見
学
し
、
隣

接
さ
れ
て
い
る
杭
州
老
館
の
楼
外
楼
を
巡
り
ま

し
た
。
も
う
へ
と
へ
と
で
し
た
が
、
ふ
と
眺
め
た
夕

暮
れ
の
西
湖
は
疲
れ
が
吹
き
飛
ぶ
ほ
ど
綺
麗
で

し
た
。
西
泠
印
社
に
所
属
し
た
文
人
達
も
同
じ

景
色
を
眺
め
た
の
か
と
感
慨
深
い
も
の
が
あ
っ
た

こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

篆
刻
界
に
燦
然
と
輝
く
数
々
の
功
績
を
残
し

た
、
西
泠
印
社
の
設
立
当
時
の
活
動
を
今
で
も

追
っ
て
い
る
理
由
の
一
つ
に
は
、
こ
の
留
学
当
時
の

感
慨
が
あ
る
の
だ
ろ
う
と
今
回
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。
自
身
の
根
本
を
忘
れ
ず
今
後
の
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

古
璽
印
偽
造
問
題
に
つ
い
て

栗

躍
崇

古
璽
印
に
お
け
る
研
究
は
、
篆
刻
学
・
文
字

学
・
考
古
学
に
関
係
が
深
く
、
得
ら
れ
た
情
報
は

地
名
・
姓
氏
・
官
制
・
用
印
制
度
の
研
究
に
役
立

ち
ま
す
。

し
か
し
、
現
代
技
術
の
進
歩
と
と
も
に
、
古
璽

印
偽
造
の
手
段
も
多
様
化
し
て
お
り
、
偽
造
問

題
も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
戦
国
時
代
の
燕
国

璽
印
を
例
と
し
て
、
筆
者
は
三
十
二
件
（
含
官
璽

・私
璽
・
陶
文
印
）
の
偽
物
の
資
料
を
収
集
し
ま
し

た
。
そ
の
中
の
璽
印
の
い
く
つ
か
は
器
形
・
印
面
布

字
・
文
字
構
造
ま
で
も
、
本
物
そ
っ
く
り
で
す
。

収
蔵
熱
が
旺
盛
な
現
在
、
古
璽
印
に
関
す
る

研
究
成
果
が
公
開
さ
れ
る
と
、
利
に
か
ら
れ
た

骨
董
商
ら
は
、
た
ち
ど
こ
ろ
に
そ
の
研
究
成
果
を

捏
造
に
反
映
し
て
、
一
段
と
迫
真
の
古
璽
印
を

生
産
し
、
真
偽
の
弁
別
は
い
よ
い
よ
厳
し
く
な
る

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
悪
循
環
に
つ
い
て
、
研
究
者

は
如
何
に
対
応
す
べ
き
か
。
筆
者
が
今
考
え
て
い

る
問
題
で
す
。

富
士
に
つ
い
て

渡
邉

亮
太

古
く
よ
り
霊
峰
と
さ
れ
、
多
く
の
作
品
の
題

材
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
富
士
で
は
あ
る
が
、
二

〇
一
三
年
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら

は
、
富
士
へ
の
人
々
の
思
い
は
い
っ
そ
う
多
様
化

し
、
ま
た
新
た
な
変
化
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

静
岡
県
富
士
市
で
生
ま
れ
た
私
に
と
っ
て
、
富

士
は
日
常
の
身
近
な
存
在
で
、
特
別
な
対
象
で
は

な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
住
ま
い
を
東
京
に
移
し
、

富
士
を
目
に
す
る
の
が
年
に
数
度
に
激
減
し
た

今
、
そ
の
存
在
は
却
っ
て
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

そ
の
思
い
に
駆
ら
れ
る
よ
う
に
、
太
宰
治
の

「
富
嶽
百
景
」
を
読
み
返
し
た
。
周
知
の
と
お
り
、

一
九
三
九
年
に
太
宰
が
山
梨
県
川
口
村
、
御
坂

峠
に
あ
る
天
下
茶
屋
に
三
ヶ
月
間
逗
留
し
た
時

の
作
で
あ
る
が
、
そ
の
天
下
茶
屋
は
今
も
あ
り
、

月
見
草
も
変
わ
ら
ず
富
士
の
山
裾
を
飾
っ
て
い

る
。
太
宰
が
様
々
に
富
士
を
描
写
し
た
よ
う
に
、

時
に
は
富
士
か
ら
多
く
の
息
吹
を
汲
み
取
り
な

が
ら
書
に
臨
み
た
い
。

編

集

後

記

◆
滋
賀
大
学
教
育
学
部
農
場
近
く
フ
ェ
ン
ス
で
囲

ま
れ
た
墓
地
の
一
隅
の
三
基
の
墓
碑
が
寒
山
寺

由
縁
と
、
教
示
頂
い
た
。
寒
山
寺
は
大
坂
曽
根

崎
に
移
転
（
現
在
は
箕
面
）
、
山
田
菊
香
は
熊
野

か
ら
大
坂
に
出
て「
寒
山
寺
裏
寒
山
子
」
と
題
す

る
詩
を
作
り
寒
山
と
改
号
し
た
。

（
柿
木
原
）

◆
昨
年
の
暮
れ
に
か
け
て
、「
日
本
書
道
文
化
の

伝
統
と
継
承
―
か
な
美
へ
の
挑
戦
―
」
と
い
う
展

覧
会
が
帝
京
大
学
総
合
博
物
館
企
画
展
示
室
で

開
催
さ
れ
た
。
古
筆
類
に
関
し
て
は
、
個
人
蔵
の

も
の
ば
か
り
な
の
で
、
も
し
か
し
た
ら
一
期
一
会

と
な
っ
た
も
の
も
あ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
、
大
学
内

に
立
派
な
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
有
し
、
羨
望
の
限

り
。

（
髙
城
）

◆
先
日
、
書
斎
を
整
理
し
て
い
た
ら
学
生
時
代
の

レ
ポ
ー
ト
や
研
究
ノ
ー
ト
が
出
て
き
た
。
間
違
い

や
調
べ
が
足
り
な
い
箇
所
ば
か
り
だ
が
、
懐
か
し

さ
の
余
り
、
つ
い
見
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
未
熟
な
が

ら
も
必
死
に
学
ん
だ
あ
の
頃
、
今
の
自
分
に
は
眩

し
く
感
じ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。

（
藤
森
）

◆
毎
年
中
国
を
訪
ね
て
い
ま
す
が
日
本
人
客
が

減
少
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
北
京
の
瑠
璃

廠
（
リ
ュ
ー
リ
ー
チ
ャ
ン
）
で
さ
え
日
本
人
の
姿
が

あ
り
ま
せ
ん
。
出
版
や
研
究
、
展
覧
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
経
済
力
を
つ
け
た
中
国
の
姿
を
し
っ

か
り
見
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。

（
小
川
）


